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校
名

校
長

 

　

　

京
町
に
百
貨
店
開
店

九
州
鉄
道
柳
河
駅
と
し
て
開
業

長
谷
健
が
第
九
回
芥
川
賞
受
賞

柳
川
商
業
学
校
設
立

（
柳
川
高
校

）

西
鉄
柳
河
駅
に
改
称

、
白
秋
逝
去

佐
賀
の
乱

文
部
科
学
省
学
齢
を
満
６
歳
か
ら
８
年
間
に

地
租
改
正

西
南
戦
争

鹿
鳴
館
で
き
る

学
校
令
公
布

大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙

東
京
で
初
め
て
電
灯
が
つ
く

日
清
戦
争

　 義
務
教
育
四
年
制
確
立

、
授
業
料
を
廃
す
る

八
幡
製
鉄
所
操
業
開
始

全
国
で
児
童
就
学
率
９
０
％
を
越
す

小
学
教
科
書
国
定
制
度
と
な
る

日
露
戦
争

義
務
教
育
年
限
を
６
年
に
延
長

新
学
期
よ
り
尋
常
科
６
学
年
実
施

第
一
次
世
界
大
戦

海
老
名
弾
正
が
同
志
社
大
第
八
代
総
長
に

全
国
水
平
社
創
立
宣
言

関
東
大
震
災

、
メ
ー

ト
ル
法
施
行

日
本
で
最
初
の
ラ
ジ
オ
放
送

日
本
で
ラ
ジ
オ
体
操
始
ま
る

日
中
戦
争

太
平
洋
戦
争

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾

、
終
戦

日
本
国
憲
法
発
布

辻
町
に
河
村
魚
市
場
創
設

杉
森
女
紅
会
創
立
→

Ｓ
２
６
杉
森
女
子
学
園

柳
河
郵
便
局
と
電
信
局
が
合
併

、
柳
河
郵
便
電
信
局
と
な
る

上級生は、出征兵士
の見送り、農業手伝
い、千人針、英霊の
町葬参加、運動場に
「いも・かぼちゃ」栽
培

義務年限は４年まで、初等科では
修身・読書・習字・算術・体操・唱歌を学ぶ

M37から国語，書き方，修身，歴史，地理，M38から算術，図画，M44から理科の国定教科書が
使用され， その後数次にわたる改訂を経ながら，第2次大戦敗戦に至るまで使用

 S11校歌制定
（作詞 北原白秋、

作曲 幾尾 純）

柳
河
町
隅
町
に
上
水
道
設
置

柳
川
城
跡
の
大
部
分
が
柳
城
公
園
に

国
鉄
佐
賀
線

（
矢
部
川
ー

柳
河
駅

）
開
通

、
安
東
省
庵
２
５
０
年
祭

黒
ぬ
り
教
科
書
出
現

、
修
身
・
地
理
・
歴
史
教
育
廃
止

農
地
改
革

、
農
村
の
電
化
進
む

昭和７年国道橋（柳川橋）から出の橋に至る街
路拡張舗装、木の電柱→鉄柱に、すずらん灯
を設置。旧来瀬高町と呼んでいた町名は山門
郡瀬高町と誤られるため「京町」となる。Ｓ１１
松屋百貨店→三京百貨店（戦時中に工場）

福
岡
県
中
学
伝
習
館
と
改
称

柳
河
高
等
女
学
校

（
山
門
郡
立

）
創
立

地
方
新
聞

「
柳
河
新
報

」
第
一
号
M
3
1
～

S
5
3
ま
で
刊
行

柳
川
で
公
衆
電
話
開
始

、
御
花
・
松
濤
園
を
改
築

(

～

M
4
3

)

柳
川
軌
道

（
柳
河
ー

矢
部
川
駅

）
開
通

柳
河
駅
が
現
在
の
保
加
町
に
移
動

（
大
川
ー

柳
河

）

藤
村
作
が
東
京
帝
国
大
学
国
文
科
教
授
と
な
る

中
山
の
立
花
家
農
事
試
験
場

（
M
1
9
年
開
設

）
を
立
花
農
場
に
改
称

大
き
な
出
来
事

（
郷
土
・
全
国

）

柳
河
警
察
署
開
設

（
巡
査
三
〇
名

）
 

三
潴
県
を
廃
止

柳
川
銀
行
創
立

柳
河
電
信
局
設
立

コ
レ
ラ
が
流
行
で
飲
料
水
へ
の
注
意
高
ま
る

こ
の
頃
国
道
橋
が
完
成

、
京
町
～

三
橋
ま
で
道
が
通
じ
る

T2運動場を拡張、東運動場に
東門を新設、T5北校舎を増築

T14講堂・普通
教室４を新築

S9医務室の寄贈
（川野三郎氏）

 M10渭南小学校を
材木小学校と改称

M22風琴購入
（オルガン）

M28北校舎
１９９坪を新築

T3県知事より旌表旗
（せいひょうき）受領

  運動場が狭いために、大
運動会は高畑公園を使用

S7柳川山門三池教育会館が建
つ→S４６原形のまま現在地に

柳
河
小
の
様
子

M8長命小学校
校舎を新築

M15中町に
校舎を新築

Ｍ１９中町尋常小
学校開設

M25柳河尋常小学校と 改称
M41高等小学校舎
等を借りるなどし、
M４３南・中校舎を
新築（４００坪）、
M44北校舎２階東
を新築

柳
河
町
と
な
る

教
育
勅
語
発
布

、
十
代
目
横
綱
雲
龍
久
吉
逝
去

新
町
に
富
安
ラ
ム
ネ
工
場
が
で
き
る
…

S
５
５
閉
鎖

福山栄三郎 緒方文四郎 北野　勝 淺川忠察 池末熊一
三田村
哲四郎

Ｍ５「学制」発布、渭南・長命の２校創設
Ｍ６渭南小学校旧藩人の倉庫で始まる

野間正人・
立石虎三郎

・野田広

服部
  時次

海輪
  三子

伊藤真澄 緒方文四郎

1
9
4
5

1
9
4
6

長命小学校
渭南小学校→材木小学校

中町尋常小学校
（4年制）

 柳河尋常小学校
  柳河男子・柳河女子高等小学校（２～４年間）

柳河尋常高等小学校（６年間）
柳河町立

柳河国民学校

1
9
3
9

1
9
4
0

1
9
4
1

1
9
4
2

1
9
4
3

1
9
4
4

1
9
3
3

1
9
3
4

1
9
3
5

1
9
3
6

1
9
3
7

1
9
3
8

1
9
2
7

1
9
2
8

1
9
2
9

1
9
3
0

1
9
3
1

1
9
3
2

1
9
2
1

1
9
2
2

1
9
2
3

1
9
2
4

1
9
2
5

1
9
2
6

1
9
1
5

1
9
1
6

1
9
1
7

1
9
1
8

1
9
1
9

1
9
2
0

1
9
0
9

1
9
1
0

1
9
1
1

1
9
1
2

1
9
1
3

1
9
1
4

1
9
0
3

1
9
0
4

1
9
0
5

1
9
0
6

1
9
0
7

1
9
0
8

1
8
9
9

1
9
0
0

1
9
0
1

1
9
0
2

1
8
9
1

1
8
9
2

1
8
9
3

1
8
9
4

1
8
9
5

1
8
9
6

明治時代（1868年～1912年） 大正時代（1912年～1926年） 昭和時代（1926年～戦前1946年）

西
暦

1
8
7
3

1
8
7
4

1
8
7
5

1
8
7
6

1
8
7
7

1
8
7
8

1
8
8
5

1
8
8
6

1
8
8
7

1
8
8
8

1
8
8
9

1
8
9
0

1
8
7
9

1
8
8
0

1
8
8
1

1
8
8
2

1
8
8
3

1
8
8
4

1
8
9
7

1
8
9
8


